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人情喜劇「銀の馬車道」公演 
町制60周年記念事業 

銀の馬車道１４０周年記念・目指せ！トリプル遺産達成 

【時間】１３：３０～１５：３０　開場１３：００ 

【場所】文化センター　大ホール 

澁谷天外氏 
（松竹新喜劇） 

【お問い合わせ】地域振興課（内線３９２）、NPO法人姫路コンベンションサポート（０７９－２８６－８９８８） 

入場 
無料 

　福崎町と中播磨県民センターでは、町制６０周年を記念して

人情喜劇「銀の馬車道」の公演を行います。 

　観覧をご希望の方は、どうぞお誘い 

あわせてご来場ください。 

全席自由 
良い席は 
お早めに！ 

出演：人情喜劇銀の馬車道劇団のみなさん 

　銀の馬車道は、明治時代、朝来市生野町にある生野銀山の銀を姫路市飾

磨港まで運んだ馬車が通ったとされる日本最古の産業高速道路です。 

明治時代を舞台に、笑いあり涙ありの人情喜劇を地域の皆さんと一緒に作

ろうというのが銀の馬車道劇団です。 

子ども議会を開催 

NHKラジオ 
「上方演芸会」放送日時 

ラジオ第1

　町制６０周年を記念して、６月１０日（金）に文化センターで「上
方演芸会」の公開録音を行いました。放送日時は次のとおりです。
ぜひお聞きください。 
【１本目】８月２８日（日）１５：３０～１５：５５ 
　　　　　出演者：海原はるか・かなた／アルミカン 
【２本目】９月４日（日）１５：３０～１５：５５ 
　　　　　出演者：ザ・ぼんち／ティーアップ　　　（総務課） 

　町制６０周年記念事業として、子ども議会を開催します。町内
の小中学生１４人が議員となって、子どもの視点から町政への質
問や意見を述べる予定です。ぜひご来場ください。 
開催日時　８月２０日（土）９：３０～１２：００ 
場　　所　役場３階本会議場 
※役場１階ロビー、文化センター、 

　八千種研修センターのモニター 

　で生中継されます。 

（議会事務局） 

　地域の皆さんと多くのボランティア
などが協力して６月に植えた苗も、し
っかり育ち、色もはっきりしてきました。 
　國男さんに使っている黒い稲は「紫
大黒」、國男さんと６０のロゴに使って
いる白い稲は「ゆきあそび」、どちら
も青森県からもみ種を取り寄せました。
町章は、黄色い稲になる予定でしたが
苗が育たず、キヌヒカリを植えました。 

田んぼアート情報 田んぼアート情報 田んぼアート情報 

●文化センター行事予定（8/20～9/19） 

神崎学園 
日時：８月２５日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　９月８日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

福寿学園 
日時：９月８日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　９月１５日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：８月２５日（木）　１３：２０～１５：００ 
演題：「人権月間」 
講師：社会教育課　社会教育指導員 

サルビアセミナー（公開講座） 
日時：８月２６日（金）　１３：３０～１５：００ 
演題：「『播磨国風土記』と福崎」 
講師：神戸医療福祉大学社会福祉学部 
　　　　健康スポーツコミュニケーション学科　岩井忠彦 教授 

特別出演 

（農林振興課） 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（８月２０日～９月７日） 

おはなし会 

8月20日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
9月7日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

8月27日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　 
　ねずみのすもう　ほか」 

9月1日（第1木曜日）資料整理のため休館 

３ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書12冊 
「私の消滅」　　　　　　中村　文則 
「炎罪」　　　　　　　　鏑木　　蓮 

★エルデホール催物のご案内★ 
11月13日（日） 

■出演／中村雅俊 

■開演／１８：００（１７：３０開場） 

■入場料／☆町制６０周年特別価格 

　５,０００円（友の会会員４,５００円） 

　　（当日５００円増）【全席指定】 

■一般発売／９月３日から 

■友の会会員発売／８月２７日から 

■主催／福崎町・福崎町教育委員会 

☆俳優、歌手とマルチな活躍を続ける中村雅俊さん

のアコースティックコンサートです。「ふれあい」

「恋人も濡れる街角」などのヒット曲を持ち、世代

を問わず人々を魅了するその歌声をぜひお聴きくだ

さい。 

※曲目は当日までわかりません。 

※未就学児童の入場はご遠慮ください。 

11月の催し 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【８月の休館日】４日（木）・１１日（木）・１８日（木）・２５日（木） 
　【９月の休館日】１日（木）・８日（木）・１５日（木）・２２日（木） 
　　　　　　　　　２９日（木） 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

　播州屋台学創始者の粕谷宗関氏の協力を受け、

写真展をおこないます。 

　日本の歴史文化及び工芸が満載されている屋

台の魅力をご堪能ください。 

とき　９月２日（金）～４日（日） 

　　　１０：００～１７：００ 

ところ　エルデホール 

　 （イベントホール） 

 

　※入場は無料です。 

町制６０周年記念町制６０周年記念

東建コーポレーションPresents

中村雅俊コンサートツアー2016「L-O-V-E」 
～AcousticUnit～ 

　連続講座②では、平成２７年度日本民俗学会奨励

賞を受賞された、金子祥之さんをお招きします。 

　柳田國男の生涯のなかで、民俗学研究に力を注ぎ、

学問として確立したことに 

焦点をあて、紹介いただき 

ます。ぜひご参加ください。 

 

講師　金子祥之さん（日本学術振興会特任研究員） 

演題　「どのようにして民俗学は誕生したのか 

　　　　　　　― 柳田國男の人生を振り返って ―」 

日時　９月１０日（土）１３：３０～１５：００ 

場所　歴史民俗資料館２階／無料 

歴史民俗資料館　連続講座②のご案内 

福崎町制６０周年記念 



４ 

　７月２日、田原小学校で「第５２回福崎町子ども
会球技大会が開催されました。 
　各校区を代表したソフトボールとバレーボール
のチームそれぞれ１０チームが、暑い中優勝をめざ
して熱戦を繰り広げました。 
　成績は次のとおり。 

第52回福崎町子ども会球技大会 

【ソフトボールの部】 
優　勝　西治・西谷子ども会 
準優勝　井ノ北子ども会 
第３位　大門子ども会 

【バレーボールの部】 
優　勝　福田子ども会 
準優勝　井ノ北子ども会 
第３位　西治・西谷子ども会 

（球技大会結果） 

（社会教育課） 

第
２６
回
中
播
磨
地
区
消
防
操
法
大
会 
庄
分
団 

優
勝
！ 
庄
分
団 

優
勝
！ 

　
７
月
３
日（
日
）、
三
木
市
消
防
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
「
第
２６
回
中
播
磨

地
区
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
各
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
４
隊
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
の
部
９
隊
の
計
１３
隊
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
福
崎
町

か
ら
は
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
庄
分
団
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

に
新
町
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
庄
分
団
が
優
勝
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。 

　
優
勝
し
た
庄
分
団
は
、
来
る
８
月
７
日（
日
）に
同
会
場
で
開
催
さ
れ

る
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会
に
中
播
磨
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
の

で
、
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
消
防
操
法
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

     

（
住
民
生
活
課
） 

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】 

優
　
勝
　
庄
分
団
（
福
崎
町
） 

準
優
勝
　
大
山
分
団
　
杉
部
（
神
河
町
） 

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】 

優
　
勝
　
旭
陽
分
団
（
姫
路
市
網
干
） 

準
優
勝
　
越
知
谷
分
団
　
越
知
部
（
神
河
町
） 

第
３
位
　
白
鳥
分
団
（
姫
路
市
姫
路
西
） 

庄
分
団 

新
町
分
団 

井ノ北子ども会 福田子ども会 井ノ北子ども会 

　７月１６日、市川町で「第１１回神崎郡子ども会球技大会が開催さ
れました。 
　この大会には、神崎郡内各町大会上位２チームずつが出場し、ソ
フトボール・バレーボールそれぞれ６チームが優勝をめざして熱戦
を繰り広げました。 
　福崎町からは、ソフトボールの部に西治･西谷子ども会と井ノ北
子ども会、バレーボールの部には福田子ども会と井ノ北子ども会が
代表として出場しました。４チームとも暑い中健闘し、ソフトボー
ルの部において西治・西谷子ども会が優勝に輝きました。 

（社会教育課） 

第11回神崎郡子ども会球技大会開催！ 

西治・西谷子ども会 



役
場
職
員
の
紹
介
　
第
３
回 

８
月
の
行
事 

　
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
第

３７
回
山
桃
忌
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

１
日
目
は
石
井
正
己
先
生
の
基
調

講
演
と
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

名
誉
教
授
、
常
光
徹
先
生
の
記
念

講
演
で
す
。
２
日
目
は
安
芸
高
田

の
神
楽
が
上
演
さ
れ
ま
す
。
３
日

目
は
日
本
と
韓
国
の
民
俗
学
の
先

生
方
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
た
い
へ
ん
貴
重
な
体
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
９
日
に
は
第
４３
回
福
崎

夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
新
し
い

団
体
も
参
加
さ
れ
る
総
踊
り
、
そ

し
て
夜
空
を
彩
る
花
火
が
皆
様
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
多
く
の
方
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

（
７
月
１４
日
執
筆
） 

町
長
　
橋
本
省
三 

技
監
　
村
上
　
修 

５ 

防犯連絡所が 
決まりました 

　７月１９日（火）、エルデホールイベントホールにて防犯連絡所の委嘱式を行い
ました。防犯連絡所は、地域住民と福崎防犯協会及び福崎警察署との連絡拠点と
して、また地域安全活動の推進拠点として活動しています。各集落内にある防犯
連絡所は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民生活課） 

集落 氏　　名 所　在　地 集落 氏　　名 所　在　地 集落 氏　　名 所　在　地 

長 目  

中 島  

中 島  

上中島  

西光寺  

西光寺  

八反田  

吉 田  

西 野  

西 野  

井ノ口  

北 野  

北 野  

　 川  

　 川  

　 川  

田 尻  

田 尻  

田 尻  

田 尻  

大 門  

大 門  

大 門  

加治谷  

井 奥 　 功  

牛 尾 俊 秋  

西 村 戰 勝  

牛 尾 政 雄  

竹 本 繁 夫  

松 岡 詳 典  

正 木 幸 正  

　 岡 正 明  

生 田 文 幸  

松 井 重 登  

繁 内 幹 夫  

埴 岡 政 晴  

長谷川　尚　志 

釜 坂 道 弘  

松 岡 　 豊  

堀 　 節 子  

内 藤 正 登  

大 橋 正 二  

黒 田 武 彦  

岡 本 泰 三  

藤 原 宏 三  

三 輪 一 義  

関 　 良 一  

古 田 　 昇  

南田原１３３－５ 

南田原８３２－２ 

南田原８１２ 

南田原１１５１ 

南田原１２１０－６ 

南田原１３７７ 

南田原２２１９－２ 

南田原２７９９ 

南田原３２２９ 

南田原３２５９－１ 

西田原１５０－２ 

西田原９２７ 

西田原８１９－３ 

西田原１１３４ 

西田原１２７５ 

西田原１０８０－２ 

西田原１５１１ 

西田原１６１６－３ 

西田原９９２－１ 

西田原１５１２－１ 

東田原１２８０－５ 

東田原１２７７ 

東田原１０３８－９８ 

東田原１８２０ 

東田原２３０２ 

大貫４３３－３ 

大貫４１４ 

大貫１６７９－５ 

大貫１８５４－１ 

大貫２２６４ 

大貫２４０４ 

八千種６５９ 

八千種２０－７ 

八千種４０２ 

八千種１６５６ 

八千種２９８２－１ 

八千種２１３９-１ 

八千種４１０７－８４ 

八千種２７３７－１ 

八千種３６３９－３ 

八千種３６７１ 

福崎新２４６－２ 

福崎新３４４ 

福崎新５６ 

馬田１３２－１ 

馬田１９５－１ 

馬田１３９ 

馬田１７９－３ 

山崎８７７－１ 

山崎６８５－１３ 

山崎７５７ 

山崎４２４－１４ 

福田３１３－９ 

福田３３３ 

福田２６５ 

福田８５５ 

福田１０２１－３ 

福田５０３－２ 

福田２０２－７ 

田口４６ 

高岡２０４－１ 

高岡１８２９－１ 

高岡１４３３ 

高岡１９４４－４ 

高岡１１１１－１５ 

西治１７８３ 

西治１２６１　 

西治９４０－２ 

西治１３８７ 

西治１４２４ 

西治２４４－６ 

高橋３２６－１ 

安 井 淳 昌  

藤 本 　 忍  

前 田 泰 良  

牛 尾 雅 一  

内 藤 　 守  

西 嶋 信 市  

田 中 一 郎  

松 岡 光 夫  

藤 原 敏 弘  

藤 田 茂 一  

難 波 正 治  

難 波 靖 通  

岡 本 　 裕  

沼 田 昭 雄  

白 山 勝 之  

中 塚 幹 男  

中 塚 　 豊  

志 水 睦 規  

大 井 克 哉  

森 康  

植 岡 和 彦  

西 川 眞 吾  

津 川 政 廣  

清 水 康 昭  

大 井 正 英  

井 上 英 一  

安 田 　 正  

三 森 孝 昭  

山 本 明 美  

木 村 　 啓  

大 杉 洋 一  

日 野 利 之  

槙 井 昭 二  

橋 本 恭 一  

山 下 慎 一  

豊 國 明 仁  

山 口 省 五  

鳥 岡 照 義  

大 杉 武 司  

川 端 泰 平  

藤 後 正 和  

谷 本 敬 三  

牛 尾 繁 実  

宮 内 富 夫  

高 原 光 則  

牛 尾 基 好  

志 水 利 雄  

水 谷 正 美  

亀 坪  

南大貫  

南大貫  

東大貫  

東大貫  

西大貫  

西大貫  

余 田  

余 田  

余 田  

小 倉  

　庄　  

　庄　  

　庄　  

　庄　  

鍛治屋  

鍛治屋  

新 町  

新 町  

新 町  

馬 田  

馬 田  

馬 田  

馬 田  

山 崎  

山 崎  

山 崎  

山 崎  

駅 前  

駅 前  

駅 前  

福 田  

福 田  

福 田  

福 田  

田 口  

板 坂  

板 坂  

　桜　  

長 野  

神 谷  

西 谷  

西 治  

西 治  

西 治  

西 治  

西 治  

高 橋  

「
は
じ
め
ま
し
て
」 

　
町
民
の
皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
！

こ
ん
に
ち
は
！
四
月
に
技
監
に
就

任
致
し
ま
し
た
村
上
で
す
。 

　
「
お
ま
え
誰
や
？
」
と
の
声
が
、

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
県
か

ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
す
。
日
々
、

神
戸
市
内
か
ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。 

　
当
町
の
印
象
で
す
が
、
自
然
豊

か
で
、
歴
史
、
文
化
に
恵
ま
れ
、

顔
の
見
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
魅
力

的
な
町
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
「
訪
れ
や
す
く
住
み

や
す
い
町
」
へ
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
駅
周
辺
と
　
川
界
隈
を
連

携
さ
せ
た
基
盤
整
備
が
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
全
力
投
球
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
町
政
発

展
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
貢
献
し

た
い
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 



福崎町 

　
さ
い
き
ん
わ
た
し
は
、
あ
か
り
ち

ゃ
ん
と
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
や
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
で
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。 

　
で
も
、
し
ょ
う
ご
く
ん
と
も
あ
そ

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
し

ょ
う
ご
く
ん
と
あ
そ
び
は
じ
め
た
か

と
い
う
と
、
し
ょ
う
ご
く
ん
が
、 

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
。
」 

と
言
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
わ
た

し
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、 

「
う
ん
。
い
い
よ
。
」 

と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ょ
う

ご
く
ん
と
あ
か
り
ち
ゃ
ん
と
タ
ー
ザ

ン
ロ
ー
プ
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
あ
そ

び
ま
し
た
。
し
ょ
う
ご
く
ん
は
と
て

も
元
気
な
の
で
、
わ
た
し
も
あ
か
り

ち
ゃ
ん
も
と
て
も
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
い
っ
ぱ

い
あ
そ
ん
で
、
も
っ
と
な
か
よ
く
な

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
わ
た
し
か
ら

も
こ
え
を
か
け
て
、
あ
そ
ぶ
な
か
ま

を
ふ
や
し
て
、
楽
し
く
あ
そ
べ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
、

わ
た
し
か
ら
、 

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
。
」 

と
言
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

     

　
福
祉
体
験
の
授
業
で
、
車
い
す
体

験
を
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
使
い
方

の
説
明
を
聞
い
た
後
、
実
際
に
車
い

す
で
街
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
二
人
ペ
ア
で
一
台
の
車
い
す
を
使

い
ま
す
。
最
初
に
友
だ
ち
を
乗
せ
て

押
す
役
を
し
ま
し
た
。
次
に
私
が
車

い
す
に
乗
っ
て
、
友
だ
ち
に
押
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
分
か

っ
た
事
、
気
づ
い
た
事
が
四
つ
あ
り

ま
す
。 

　
一
つ
目
は
、
車
い
す
に
乗
る
と
自

分
の
目
線
が
下
が
っ
て
、
高
い
所
が

見
え
に
く
い
の
で
、
い
つ
も
私
が
立

っ
て
見
て
い
る
の
と
違
う
気
が
す
る

と
い
う
事
で
す
。
地
面
も
す
ご
く
近

く
に
感
じ
ま
し
た
。 

　
二
つ
目
は
、
自
動
販
売
機
で

ジ
ュ
ー
ス
を
買
お
う
と
し
た
時
、

上
の
段
の
商
品
が
見
え
に
く
い

だ
け
で
は
な
く
、
上
の
商
品
の

ス
イ
ッ
チ
に
手
が
届
か
な
い
事

が
分
か
り
ま
し
た
。
上
の
商
品

が
買
い
た
い
時
は
、
ど
う
し
て

い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

車
い
す
対
応
や
、
背
が
低
い
人

の
た
め
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
自
動

販
売
機
も
あ
る
け
れ
ど
、
街
中

ど
こ
に
で
も
あ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
困
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、
手
伝
っ
て
あ
げ
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
三
つ
目
は
、
速
く
押
さ
れ
る
と
ス

ピ
ー
ド
が
出
て
こ
わ
く
感
じ
ま
し
た
。

少
し
の
段
差
で
も
、
お
し
り
が
痛
く

て
、
が
く
っ
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
頭

か
ら
落
ち
そ
う
に
な
る
気
が
し
て
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
押
す
時
は
、
気

を
つ
け
て
ゆ
っ
く
り
、
そ
お
っ
と
押

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

　
四
つ
目
は
、
砂
利
道
が
大
変
だ
と

い
う
事
で
す
。
砂
利
道
は
、
車
い
す

を
押
し
て
も
、
重
た
く
て
動
か
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
車
い
す
に
乗
っ
て

い
る
人
は
砂
利
道
が
通
り
に
く
い
と

い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
福
祉
体
験
を
し
て
、
車
い
す
の
生

活
は
私
の
想
像
以
上
に
苦
労
が
多
い

と
気
づ
き
ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
っ

て
い
る
と
想
定
し
て
街
中
を
見
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
こ
の
段
差
は
き

つ
い
な
と
か
、
こ
こ
は
手
が
届
か
な

い
な
、
遠
回
り
し
な
い
と
行
け
な
い

場
所
だ
な
な
ど
、
い
っ
ぱ
い
気
に
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
車
い
す
で
困
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
た
時
は
、
力
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
車
い
す
の
体
験
が

で
き
て
今
ま
で
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
事
に
気
づ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
道
徳
の
授
業
で
は
「
車
い

す
体
験
か
ら
」
と
い
う
学
習
を
し
ま

し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
は
「
困
っ
て
い

る
人
に
は
、
誰
に
で
も
自
然
に
進
ん

で
親
切
に
、
助
け
る
こ
と
が
大
切
」

と
い
う
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

私
は
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
時
、

「
大
変
そ
う
だ
な
あ
。
」「
手
伝
お
う

か
な
あ
。
」
と
思
う
け
れ
ど
、「
知
ら

な
い
人
に
話
し
か
け
に
く
い
な
あ
。
」

「
お
せ
っ
か
い
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。
」

「
私
に
で
き
る
か
な
あ
。
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
考
え
て
し
ま
っ
て
、
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
「
声
を
か
け
る
の
が
は
ず
か
し

い
。
」
と
思
っ
て
い
る
か
ら
行
動
で

き
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
外
国

の
人
は
「
Ｍ
Ａ
Ｙ
　
Ｉ
　
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
？
」
と
誰
に
で
も
気
さ
く

に
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
私
も
「
は

ず
か
し
い
」
と
か
考
え
ず
に
「
Ｍ
Ａ

Ｙ
　
Ｉ
　
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
？
」

が
自
然
に
言
え
る
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
そ
の
後
、
乙
武
ひ
ろ
た
だ

さ
ん
の
「
オ
ト
ち
ゃ
ん
ル
ー
ル
」
も

学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
重
い

障
が
い
の
あ
る
乙
武
さ
ん
の
周
り
に

は
、
乙
武
さ
ん
と
一
緒
に
上
手
に
生

活
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
事
を
知

り
ま
し
た
。
私
は
障
が
い
が
あ
る
人

と
生
活
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
世
の
中
に
は
障
が
い
が
あ

る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
と
助

け
合
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。 

　
今
回
の
車
い
す
体
験
と
道
徳
の
授

業
で
障
が
い
が
あ
る
人
の
大
変
さ
が

少
し
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
障

が
い
が
あ
る
人
と
自
然
に
付
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
は
困
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
自
然
に
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
る
、
気
づ
か
い
の
で
き
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。 

「
Ｍ
Ａ
Ｙ
　
Ｉ
　
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
　
Ｙ
Ｏ

Ｕ
？
」 

６ 

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う 

田
原
小
学
校
２
年（
当
時
） 

山
本
奈
々 

車
い
す
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

高
岡
小
学
校
６
年（
当
時
） 

大
杉
小
町 

福崎東中学校２年（当時） 
中嶌このみ 

福崎西中学校３年（当時）　小野仁愛 

八千種小学校１年（当時）　田中優和 


